
震災に関わる「いのちの学習」 

ねらい  

・自然災害から、自分のいのちを守る方法を知ることができる。（自助）【全学年共通】 

・被災者や被災地に対して、自分ができることを考えることができる。（共助・公助）【４～6年生のみ】 

 

１ 学校全体の取り組み（１/15～１/19） 

（１）地震の被害を知る。 

 

（２）被災地の生活を知る。 

 

（３）被災地の支援について知る。 

 

（４）被災した時、自分ができることを考える。（４～6年生のみ実施） 

 

 

２ 各学年の取り組み（１/22～１/26） 

（１）１年生 

被災した時、子供ができることを体験する。（新聞紙スリッパ作り） 

 

 

 

 

 

 

（２）２年生 

被災した時、子供ができることを体験する。（紙食 器作り体験） 

 

 

（３）３年生 

避難所の生活について、子供ができることを考え体験する。（スリッパ作り、紙食器作りなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震が起きた時

は、地面に危険な

ものが落ちている

ことが分かった。 

 

身近なもので、自

分たちの身を守る

ものが作れること

が分かった。 

地震が起こるとい

つもの生活ができ

なくなると知っ

た。 

避難所の人がどん

なことにこまって

いるか気付いた。 

やってみたら自分

にもできそうなこ

とが見つけられ

た。 

災害のときに新聞

紙が役に立つこと

が分かった。 

 



（４）4年生 

避難所の生活について、子供ができることを考える。（応急手当、公衆衛生など） 

 

 

 

 

 

 

 

（５）5年生 

避難所で、自分や周りの人のためにできることを考える。（災害時用トイレ作り） 

 

 

 

 

 

 

 

（６）６年生 

避難所で、自分や周りの人のためにできることを考える。 

 

 

（７）ひばり学級（あおぞら４～６年生） 

災害によって物資が不足していても、工夫することで補えることがあることを知る。（紙食器作り） 

 

 

 

 

 

 

 

避難所の生活で

は、どんなものが

必要になるだろ

う。 

新聞紙で簡単に

作ることができ

るんだ。 

これがあれば、

物がなくても生

活できる。 

身の回りのもので

簡単に災害用トイ

レの作り方を学ん

だ。 

子供や高齢の方な

ど、相手に合わせた

トイレの形があるこ

とがわかった。 

災害関連死を予防

するための方法を

学んだ。 

応急処置として、

止血方法を学ん

だ。 

避難所では集団生活

を送ることが分かっ

た。自分たちにでき

ることはあるかな。 


